
4.4. 生物生物 調査項目：工事区調査項目：工事区域域周辺の周辺の潮間帯生物観察潮間帯生物観察

調査方法：ライントランセクトによる調査調査方法：ライントランセクトによる調査

調調 査査 日日 ：平成：平成1199年年44月月1717日日

作業船 見張員

潜水士

水面下での
ライントランセクト調査の状況

水面上で
ライントランセクト調査の状況

50cm

50cm 観察枠観察枠
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護岸部潮間帯への生物の着生状況護岸部潮間帯への生物の着生状況 ①① 種類数種類数

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

99
66
44

施工後約施工後約88ヶ月ヶ月

春季：春季：H19H19年年44月月
（石積護岸）（石積護岸）

447788低潮帯低潮帯

33
22

施工後約施工後約11ヶ月ヶ月

秋季：秋季：H18H18年年99月月
((石積護岸石積護岸))

4433中潮帯中潮帯

5544高潮帯高潮帯

施工後約施工後約55ヶ月ヶ月

冬季：冬季：H19H19年年11月月
((石積護岸石積護岸))

施工前施工前

春季春季：：H18H18年年33月月
((直立護岸直立護岸))

１１工区における潮間帯工区における潮間帯動物動物の種類数比較（ライントランセクト法）の種類数比較（ライントランセクト法）

種類数／種類数／0.250.25㎡㎡

高潮帯は、フジツボ類を中心に横這い傾向。

中潮帯、低潮帯は、徐々に種類数が増加。 16
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マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ

－

－

－

－

－12
アラレタマ
キビガイ

－64
タマキビ
ガイ

個体数／㎡

１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物動物の定着状況（の定着状況（高潮帯高潮帯））

石
積
護
岸
へ
改
修

※

その後、H19年7月
現地踏査時に幼貝
多数の着生を確認

17

再定着が確認された再定着が確認されたタマキビガイタマキビガイ（１工区高潮帯：施工後約１１ヶ月）（１工区高潮帯：施工後約１１ヶ月）
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H18年4月 H18年9月 H19年1月 H19年4月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後

被
度
（
％
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マガキ シロスジフジツボ タテジマフジツボ

－－－－1212－－フナムシフナムシ

－－－－－－44ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

88－－－－1212イボニシイボニシ

－－44－－－－スジエビ属スジエビ属

2424－－－－－－ﾔﾄﾞｶﾘ類ﾔﾄﾞｶﾘ類

44－－－－－－ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

－－44－－－－ヒラムシ目ヒラムシ目

個体数／㎡
１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物動物の定着状況（の定着状況（中潮帯中潮帯））

石
積
護
岸
へ
改
修
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尋常海綿綱 多毛類卵塊 マガキ タテジマフジツボ

44448888ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

888844－－ﾔﾄﾞｶﾘ類ﾔﾄﾞｶﾘ類

－－44－－－－ﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾋﾗｲｿｶﾞﾆ

－－－－－－44ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ

44－－44－－イボニシイボニシ

44－－－－－－ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

－－－－－－44アサリアサリ

－－－－44－－ｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ

44－－－－－－シロボヤシロボヤ

44－－－－－－アカニシアカニシ
個体数／㎡

１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物動物の定着状況（の定着状況（低潮帯低潮帯））

※※魚類確認種は除外。魚類確認種は除外。

石
積
護
岸
へ
改
修
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